
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と第２の基板との間に電気光学物質を挟持してなり、複数の画素電極及び前
記複数の画素電極に対向する対向電極を備え、前記対向電極に対向電極電圧を印加する一
方、表示すべき画像信号の階調値に応じた電圧を一定周期で極性反転した極性反転画像信
号を前記各画素電極に印加する電気光学装置のフリッカーを低減するフリッカー低減方法
であって、
　前記対向電極電圧を変化させながら、画像表示領域の複数の基準座標におけるフリッカ
ー成分を複数の階調値について計測し、
　前記計測の結果に基づいて、画像信号の電圧を極性反転する際に振幅中心となる振幅中
心電圧を前記フリッカー成分が最小となるように前記複数の基準座標及び複数の階調値毎
に求め、
　前記振幅中心電圧と前記対向電極電圧との差電圧を前記複数の基準座標及び前記複数の
階調値毎に求め、
　前記差電圧を基準補正データとして前記複数の基準座標及び前記複数の階調値と対応付
けて予め記憶し、
　前記基準補正データに階調値に対しての補間処理を施すことにより、前記画像信号の取
りうる各階調値に対応した各第１補正データを各基準座標毎に生成し、
　前記各第１補正データの中から、前記画像信号の階調値とその画像表示領域上の座標と
に基づいて、当該座標の近傍の複数の基準座標に対応するとともに当該階調値に対応する
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第１補正データを選択し、
　選択された第１補正データに座標に対しての補間処理を施すことによって、前記画像信
号に対応する第２補正データを生成し、
　前記第２補正データと前記対向電極電圧とに基づいて振幅中心電圧を生成し、
当該振幅中心電圧を基準電圧として前記画像信号の電圧を一定周期で極性反転して前記極
性反転画像信号を生成し、これを前記各画素電極に印加することを特徴とするフリッカー
低減方法。
【請求項２】
　第１の基板と第２の基板との間に電気光学物質を挟持してなり、複数の画素電極及び前
記複数の画素電極に対向する対向電極を備え、前記対向電極に対向電極電圧を印加する一
方、表示すべき画像信号の階調値に応じた電圧を一定周期で極性反転した極性反転画像信
号を前記各画素電極に印加する電気光学装置のフリッカーを低減させる画像処理回路であ
って、
　入力画像データの取り得る各階調値の中から、選択された複数の階調値に対応する各基
準補正データを画像表示領域上の複数の基準座標について予め記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段から読み出した前記基準補正データに階調値に対しての補間処理を施
すことにより、前記入力画像データの取り得る各階調値に対応した各第１補正データを各
基準座標毎に生成する第１補間処理手段と、
　前記各第１補正データを各基準座標と階調値とに対応づけて記憶する第２記憶手段と、
　記憶した各第１補正データの中から、前記入力画像データの階調値とその画像表示領域
上の座標とに基づいて、当該座標の近傍の複数の基準座標に対応するとともに当該階調値
に対応する第１補正データを選択する選択手段と、
　選択された第１補正データに座標に対しての補間処理を施すことによって、前記入力画
像データに対応する第２補正データを生成する第２補間処理手段と、
　当該第２補正データと前記対向電極電圧とに基づいて振幅中心電圧を生成するとともに
当該振幅中心電圧を基準電圧として前記画像信号の電圧を一定周期で極性反転して前記極
性反転画像信号を生成する極性反転信号生成手段と
を備えることを特徴とする電気光学装置の画像処理回路。
【請求項３】
　前記画像表示領域の第１の基板には、Ｙ方向に延在する複数のデータ線と、Ｘ方向に延
在する複数の走査線と、各データ線と各走査線の交差に対応してスイッチング素子及び前
記画素電極が形成されており、複数系統の前記極性反転信号が複数本の前記データ線にま
とめて供給されるようになっており、
　前記極性反転信号生成手段は、
　前記入力画像データを複数系統に分割するとともに時間軸伸長して、複数系統の相展開
画像信号を生成する画像信号相展開部と、
　前記画像信号相展開手段と同期して、前記第２補正データを複数系統に分割するととも
に時間軸伸長して複数系統の補正信号を生成する補正信号相展開部と、
　前記各補正信号と前記対向電極電圧に基づいて各振幅中心電圧を各系統毎に生成すると
ともに、当該各振幅中心電圧を基準電圧として前記各相展開画像信号を一定周期で極性反
転して前記複数系統の極性反転画像信号を生成する極性反転部とを備えたことを特徴とす
る請求項２に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項４】
　前記画像表示領域の第１の基板には、Ｙ方向に延在する複数のデータ線と、Ｘ方向に延
在する複数の走査線と、各データ線と各走査線の交差に対応してスイッチング素子及び前
記画素電極が形成されており、
　前記選択手段は、
　前記画像表示領域のＸ方向走査の時間基準となる第１クロック信号を計数して、前記入
力画像データを前記画像表示領域上に表示すべきＸ座標を指示するＸ座標データを生成す
るＸカウンタと、
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　前記画像表示領域のＹ方向走査の時間基準となる第２クロック信号を計数して、入力画
像データを前記画像表示領域上に表示すべきＹ座標を指示するＹ座標データを生成するＹ
カウンタと、
　前記Ｘ座標データと前記Ｙ座標データとに基づいて、前記入力画像データの座標近傍の
複数の基準座標を特定するとともに、前記入力画像データの階調値と特定された複数の基
準座標に基づいて、前記第２記憶手段から対応する複数の補正データを読み出す読出手段
とを備え、
　前記第２補間処理手段は、前記Ｘ座標データと前記Ｙ座標データとによって特定される
入力画像データの座標と、前記読出手段によって読み出される複数の第１補正データの各
基準座標によって、各基準座標から当該入力画像データの座標までの各距離を特定し、特
定された各距離に基づいて補間処理を行う
ことを特徴とする請求項２に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項５】
　前記電気光学装置の画像表示領域は、電気光学材料として液晶を用いており、
　前記画像表示領域の複数の基準座標について前記第１記憶手段に記憶される前記基準補
正データは、液晶の印加電圧に対する透過率を示す表示特性曲線が急峻変化する第１およ
び第２変化点に各々対応する第１および第２階調値と、第１および第２階調値間の１以上
の階調値とに対応するものであることを特徴とする請求項２に記載の電気光学装置の画像
処理回路。
【請求項６】
　第１補間処理手段は、前記第１階調値から前記第２階調値までの各階調値について、前
記基準補正データに基づいて補間処理を施して前記第１補正データを生成し、
　前記第１階調値未満の各階調値については前記第１階調値に対応する前記基準補正デー
タ、前記第２階調値を越える前記基準補正データについては前記第２階調値に対応する前
記基準補正データを前記第１補正データとして出力し、
　前記第２記憶手段は、前記第１階調値から前記第２階調値までの各階調値について前記
第１補正データを記憶し、
　前記選択手段は、入力画像データの階調値が前記第１階調値未満である場合には、前記
第１階調値に対応する前記第１補正データを選択し、入力画像データの階調値が前記第１
階調値から前記第２階調値までの範囲にある場合には、各階調値に対応する前記第１補正
データを選択し、前記入力画像データの階調値が前記第２階調値を越える場合には前記第
２階調値に対応する前記第１補正データを選択することを特徴とする請求項５に記載の電
気光学装置の画像処理回路。
【請求項７】
　前記入力画像データは、ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、
　前記基準補正データは、  ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、
　前記第１補間処理手段は、  ＲＧＢ各色毎に前記第１補正データを生成し、
　前記第２記憶手段及び前記第２補間処理手段は、  ＲＧＢ各色毎に設けられることを特
徴とする請求項２に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項８】
　前記Ｇ色の基準補正データのデータ量は、前記Ｒ色または前記Ｂ色の基準補正データの
データ量より多いことを特徴とする請求項７に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項９】
　前記Ｒ色または前記Ｂ色の基準補正データは、前記Ｇ色の基準補正データに対応する複
数の基準座標を一定の規則で抽出した座標に対応するものであることを特徴とする請求項
８に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項１０】
　前記入力画像データは、ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、
　前記基準補正データは、  ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、
　前記第１記憶手段、前記第１補間処理手段、前記Ｘカウンタおよび前記ＹカウンタはＲ
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ＧＢ各色で兼用し、
　前記第２記憶手段、前記第２補間処理手段及び前記読出手段は、  ＲＧＢ各色毎に設け
ることを特徴とする請求項４に記載の電気光学装置の画像処理回路。
【請求項１１】
　請求項２乃至請求項１０のうちいずれか１項に記載の画像処理回路と、
　複数の走査線と、複数のデータ線と、各走査線と各データ線の交差に対応した画素を備
えた画像表示部と、
　前記画像処理回路によって生成された極性反転画像信号に基づいて、前記画像表示部に
画像を表示する駆動回路と
を備えたことを特徴とする電気光学装置。
【請求項１２】
　複数の走査線と、複数のデータ線と、各走査線と各データ線の交差に対応した画素を備
えた画像表示部と、を備えた電気光学装置の駆動方法において、
　前記画像表示部に画像を表示する際に請求項１に記載のフリッカー低減方法を用いるこ
とを特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項１３】
　請求項１１記載の電気光学装置を備えたことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、フリッカーが極めて少ない画像を表示するのに好適な電気光学装置、その画像
処理回路および画像データ補正方法、ならびに電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の電気光学装置、例えば、アクティブマトリクス型の液晶表示装置は、液晶パネル、
画像信号処理回路、タイミング発生回路から構成されている。このうち液晶パネルは、素
子基板と対向基板との間に液晶を挟持して構成されている。素子基板には、複数のデータ
線と複数の走査線が形成されており、それらの交差に対応してスイッチング素子として機
能する薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor:以下ＴＦＴと称する。）と画素電極と
が画素毎に設けられている。一方、対向基板にはその全面に対向電極が設けられている。
このような構成において、走査線の電圧によって各ＴＦＴのオン・オフを制御すると、デ
ータ線の電圧がＴＦＴを介して画素電極に印加される。これにより液晶には画素電極と対
向電極の電位差に相当する電圧が印加されることになる。
一般に、液晶に直流成分を含む電圧を印加すると、フリッカーや表示の焼き付けといった
問題が発生するため、対向電極の電圧を中心として画素電極の電圧極性を一定周期で反転
させる交流駆動が行われる。具体的には、画像処理回路において、画像信号を対向電極電
圧を中心として反転して、これを液晶パネルに供給する一方、対向電極に対向電極電圧を
給電するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、実際の液晶表示装置にあっては、液晶パネルや画像処理回路にバラツキがある
ため、フリッカー等が発生しないように対向電極電圧を微調整していた。
しかしながら、実際の液晶表示装置にあっては、対向電極電圧を調整しても表示画面の一
部にフリッカーが発生し、画面全体のフッリカーを無くすことができなかった。これは、
以下の理由によるものと考えられる。
第１に、対向電極電圧が対向電極全面に渡って一様でないからである。対向電極は、素子
基板に向かい合う下側の対向基板全面に形成されており、その４隅において素子基板と導
通している。そして、これらの導通部を介して対向電極電圧が印加されるようになってい
る。しかし、対向電極はソース線やデータ線と容量結合しており、それ自体も部分布抵抗
を有するので、対向電極の４隅から対向電極電圧を給電しても、対向電極の電圧を全面に
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渡って一様にすることが困難である。したがって、対向電極電圧を調整したとしても、あ
る部分では液晶の印加電圧を正極性と負極性でバランスさせてフリッカーが発生しないよ
うにできても、実際の対向電極にあっては位置によって電圧が相違するため、他の部分で
は液晶の印加電圧を正極性と負極性でバランスさせることができない。この結果、対向電
極電圧を調整しても表示画面全体に渡ってフリッカーを完全に抑圧することができないの
である。
【０００４】
第２に、液晶容量値が印加電圧によって変化するからである。液晶容量値をＣ L、これに
並列に接続される保持容量値をＣ stg、ＴＦＴのゲート－ドレイン間の容量値をＣ gd、ゲ
ート電圧値をＶ gとすると、フリッカー成分ΔＶ gdは以下に示す式（１）で与えられる。
ΔＶ gd＝Ｖ g×Ｃ gd／（Ｃ gd＋Ｃ stg＋Ｃ L）……（１）
式（１）よりフリッカー成分は、液晶容量値Ｃ Lに依存していることは明らかであるが、
液晶容量値Ｃ Lは、印加電圧が大きくなるに伴って増加する。したがって、ある階調値に
おいてフリッカーが発生しないように対向電極電圧を調整することは可能であるが、総て
の階調値においてフリッカーが発生しないようにすることはできない。一方、フリッカー
成分ΔＶ gdを減少させるためには、式（１）から保持容量値Ｃ stgを大きくすればよいこ
とが分かる。しかし、このためには面積が大きい保持容量が必要となり、開口率が低下す
るといった問題がある。
第３に、液晶パネルに入射する光量が画面位置によって異なるからである。液晶表示装置
は、ビデオプロジェクタ等に用いられることがあるが、この場合には、高照度の光が液晶
パネルに入射することになる。このように強い光が液晶パネルに入射すると、本来オフ状
態となっているＴＦＴにおいてゲート－ドレイン間にチャネルが形成され、光リークと呼
ばれるリーク電流が流れる。この場合、リーク電流の大きさは入射光の照度が大きくなる
程増加する。一方、液晶パネルの入射光量はその全面において一様であるわけではなく、
周辺部分より中央部分の方が光量が大きいことが多い。したがって、リーク電流による液
晶の印加電圧降下は液晶パネル全面に渡って一様ではないので、対向電極電圧を調整して
も抑圧することができない。
本発明は、上述した問題に鑑みてなされたものであり、その目的はフリッカーを大幅に低
減することが可能な電気光学装置、その画像処理回路および画像データ補正方法、ならび
に電子機器を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明のフリッカー低減方法にあっては、複数の画素電極が形
成された第１の基板と、前記複数の画素電極に対向するように１つの対向電極が形成され
た第２の基板との間に電気光学物質を挟持してなり、前記対向電極に対向電極電圧を印加
する一方、表示すべき画像信号の階調値に応じた電圧を一定周期で極性反転した極性反転
画像信号を前記各画素電極に印加する電気光学装置に用いられることを前提とし、前記対
向電極電圧を変化させながら、画像表示領域の複数の基準座標におけるフリッカー成分を
計測し、前記計測結果に基づいて、画像信号を極性反転する際に振幅中心となる振幅中心
電圧を前記フリッカー成分が最小となるように求め、前記振幅中心電圧と前記対向電極電
圧との差電圧を各基準座標毎に求め、前記差電圧を基準補正データとして前記各基準座標
と対応付けて予め記憶し、前記画像信号の表示位置に応じて記憶された基準補正データを
複数個読み出し、読み出された複数の基準補正データに補間処理を施して補正データを生
成し、前記補正データと前記対向電極電圧とに基づいて振幅中心電圧を生成し、当該振幅
中心電圧を基準電圧として前記画像信号を一定周期で極性反転して前記極性反転画像信号
を生成し、これを前記各画素電極に印加することを特徴とする。
　この発明によれば、画像表示領域上の複数の基準座標について基準補正データが記憶さ
れ、これに補間処理を施すことによって、各座標における補正データが算出される。した
がって、画像表示領域の位置によって、対向電極電圧が相違したり、あるいは、入射光量
が相違することに起因する面内のフリッカーを大幅に低減することができる。しかも、記
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憶する基準補正データは、基準座標に対応するものだけで足りるので、その記憶容量を削
減することができる。
【０００６】
　また、本発明のフリッカー低減方法にあっては、複数の画素電極が形成された第１の基
板と、前記複数の画素電極に対向するように１つの対向電極が形成された第２の基板との
間に電気光学物質を挟持してなり、前記対向電極に対向電極電圧を印加する一方、表示す
べき画像信号の階調値に応じた電圧を一定周期で極性反転した極性反転画像信号を前記各
画素電極に印加する電気光学装置に用いられることを前提とし、前記対向電極電圧を変化
させながら、画像表示領域の複数の基準座標におけるフリッカー成分を複数の階調値につ
いて計測し、前記計測結果に基づいて、画像信号を極性反転する際に振幅中心となる振幅
中心電圧を前記フリッカー成分が最小となるように前記複数の基準座標及び複数の階調値
毎に求め、前記振幅中心電圧と前記対向電極電圧との差電圧を前記複数の基準座標及び前
記複数の階調値毎に求め、前記差電圧を基準補正データとして前記複数の基準座標及び前
記複数の階調値と対応付けて予め記憶し、前記基準補正データに階調値方向の補間処理を
施すことにより、前記画像信号の取り得る各階調値に対応した各第１補正データを各基準
座標毎に生成し、記憶した各第１補正データの中から、前記画像信号の階調値とその画像
表示領域上の座標とに基づいて、当該座標の近傍の複数の基準座標に対応するとともに当
該階調値に対応する第１補正データを選択し、選択された第１補正データに座標方向の補
間処理を施すことによって、前記画像信号に対応する第２補正データを生成し、前記第２
補正データと前記対向電極電圧とに基づいて振幅中心電圧を生成し、当該振幅中心電圧を
基準電圧として前記画像信号を一定周期で極性反転して前記極性反転画像信号を生成し、
これを前記各画素電極に印加することを特徴とする。
　この発明によれば、予め記憶されるデータは、画像表示領域上の複数の基準座標につい
て、画像信号の取り得る各階調値の中から、選択された複数の階調値に対応する各基準補
正データだけである。したがって、メモリ容量を削減することができる。さらに、階調方
向の補間処理を施すから画像信号の各階調値に対応するきめ細かい補正を施すことが可能
である。例えば、電気光学物質が液晶である場合にあっては、液晶容量の値は印加電圧に
よって変動するが、この発明によれば、画像信号の階調値に応じた補正を施すことができ
るので、総ての階調についてフリッカーを大幅に抑圧することが可能となる。くわえて、
座標方向の補間処理を画素単位で施すから、画像信号を表示すべき各座標毎に、異なる補
正データを用いてフリッカーを抑圧することができる。この結果、画像表示領域のフリッ
カーを殆ど無くすことができ、高品質の画像表示が可能となる。
　次に、本発明に係る画像処理回路にあっては、複数の画素電極が形成された第１の基板
と、前記複数の画素電極に対向するように１つの対向電極が形成された第２の基板との間
に電気光学物質を挟持してなり、前記対向電極に対向電極電圧を印加する一方、表示すべ
き画像信号の階調値に応じた電圧を一定周期で極性反転した極性反転画像信号を前記各画
素電極に印加する電気光学装置に用いられることを前提とし、入力画像データの取り得る
各階調値の中から、選択された複数の階調値に対応する各基準補正データを画像表示領域
上の複数の基準座標について予め記憶する第１記憶手段と、前記第１記憶手段から読み出
した前記基準補正データに階調値方向の補間処理を施すことにより、前記入力画像データ
の取り得る各階調値に対応した各第１補正データを各基準座標毎に生成する第１補間処理
手段と、前記各第１補正データを各基準座標と階調値とに対応づけて記憶する第２記憶手
段と、記憶した各第１補正データの中から、前記入力画像データの階調値とその画像表示
領域上の座標とに基づいて、当該座標の近傍の複数の基準座標に対応するとともに当該階
調値に対応する第１補正データを選択する選択手段と、選択された第１補正データに座標
方向の補間処理を施すことによって、前記入力画像データに対応する第２補正データを生
成する第２補間処理手段と、当該第２補正データと前記対向電極電圧とに基づいて振幅中
心電圧を生成するとともに当該振幅中心電圧を基準電圧として前記画像信号を一定周期で
極性反転して前記極性反転画像信号を生成する極性反転信号生成手段とを備えることを特
徴とする。
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　この発明によれば、第１記憶手段に予め記憶されるデータは、画像表示領域上の複数の
基準座標について、入力画像データの取り得る各階調値の中から、選択された複数の階調
値に対応する各基準補正データだけである。また、第２記憶手段には、各基準補正データ
を階調方向に補間処理して得た補正データが、各基準座標について格納される。したがっ
て、第１記憶手段および第２記憶手段として、すべての座標毎に入力画像データの取り得
る各階調値について補正データを記憶する必要がないので、メモリ容量を削減することが
できる。さらに、階調方向の補間処理を施すから入力画像データの各階調値に対応するき
め細かい補正を施すことが可能である。くわえて、座標方向の補間処理を画素単位で施す
から、入力画像データを表示すべき各座標毎に、異なる補正データを用いて補正すること
ができる。この結果、画像表示領域の対向電極電圧が位置によって異なっていたり、ある
いは、入力画像データの階調値によって、フリッカー成分が最小となる極性反転画像信号
の振幅中心電圧が異なる場合であっても、フリッカーを大幅に低減することができる。こ
の結果、複数の横線を細かい間隔で表示する場合等に画像のチラツキを殆ど無くすことが
でき、高精細度の画像品質を向上させることができる。
　ここで、前記画像表示領域の第１の基板には、Ｙ方向に延在する複数のデータ線と、Ｘ
方向に延在する複数の走査線と、各データ線と各走査線の交差に対応してスイッチング素
子及び前記画素電極が形成されており、複数系統の前記極性反転信号が複数本の前記デー
タ線にまとめて供給されるようになっているとすれば、前記極性反転信号生成手段は、前
記入力画像データを複数系統に分割するとともに時間軸伸長して、複数系統の相展開画像
信号を生成する画像信号相展開部と、前記画像信号相展開手段と同期して、前記第２補正
データを複数系統に分割するとともに時間軸伸長して複数系統の補正信号を生成する補正
信号相展開部と、前記各補正信号と前記対向電極電圧に基づいて各振幅中心電圧を各系統
毎に生成するとともに、当該各振幅中心電圧を基準電圧として前記各相展開画像信号を一
定周期で極性反転して前記複数系統の極性反転画像信号を生成する極性反転部とを備える
ことが望ましい。
　データ線の駆動周波数はドットクロック周波数に対応するため周波数が高くなるが、こ
れを低減するためにデータ線を複数本まとめて同時に駆動することが行われる。具体的に
は、時間軸を伸長するともに複数系統に分割された相展開画像信号に基づいてデータ線が
駆動されることになる。上述した発明によれば、画像信号の相展開に同期して補正信号を
相展開するので、補正信号を複数系統に分割するとともにその時間軸を伸長することがで
きる。これにより、画像信号を相展開する場合であっても、各系統毎に補正された各振幅
中心電圧を生成することができ、フリッカーを低減することが可能となる。
　また、本発明の画像処理回路において、前記画像表示領域の第１の基板には、Ｙ方向に
延在する複数のデータ線と、Ｘ方向に延在する複数の走査線と、各データ線と各走査線の
交差に対応してスイッチング素子及び前記画素電極が形成されているならば、前記選択手
段は、前記画像表示領域のＸ方向走査の時間基準となる第１クロック信号を計数して、前
記入力画像データを前記画像表示領域上に表示すべきＸ座標を指示するＸ座標データを生
成するＸカウンタと、前記画像表示領域のＹ方向走査の時間基準となる第２クロック信号
を計数して、入力画像データを前記画像表示領域上に表示すべきＹ座標を指示するＹ座標
データを生成するＹカウンタと、前記Ｘ座標データと前記Ｙ座標データとに基づいて、前
記入力画像データの座標近傍の複数の基準座標を特定するとともに、前記入力画像データ
の階調値と特定された複数の基準座標に基づいて、前記第２記憶手段から対応する複数の
補正データを読み出す読出手段とを備え、前記第２補間処理部は、前記Ｘ座標データと前
記Ｙ座標データとによって特定される入力画像データの座標と、前記読出手段によって読
み出される複数の第１補正データの各基準座標によって、各基準座標から当該入力画像デ
ータの座標までの各距離を特定し、特定された各距離に基づいて補間処理を行うことが好
ましい。
　この場合、あるタイミングの入力画像データは、Ｘ，Ｙ座標データに基づいて、当該入
力画像データの階調値に応じた画像を表示すべき画像表示領域上の座標が特定されること
になる。そして、当該座標の近傍の基準座標に対応する補正データに基づいて当該座標の
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補正データを補間処理によって生成するから、入力画像データを表示すべき各座標毎に、
異なる補正データを用いてフリッカーを抑圧することができる。
　また、本発明の画像処理回路において、前記電気光学装置の画像表示領域は、電気光学
材料として液晶を用いているならば、前記画像表示領域の複数の基準座標について前記第
１記憶手段に記憶される前記基準補正データは、液晶の印加電圧に対する透過率を示す表
示特性曲線が急峻変化する第１および第２変化点に各々対応する第１および第２階調値と
、第１および第２階調値間の１以上の階調値とに対応するものであることが望ましい。
　さらに、第１補間処理手段は、前記第１階調値から前記第２階調値までの各階調値につ
いて、前記基準補正データに基づいて補間処理を施して前記第１補正データを生成し、前
記第１階調値未満の各階調値については前記第１階調値に対応する前記基準補正データ、
前記第２階調値を越える前記基準補正データについては前記第２階調値に対応する前記基
準補正データを前記第１補正データとして出力し、前記第２記憶手段は、前記第１階調値
から前記第２階調値までの各階調値について前記第１補正データを記憶し、前記選択手段
は、入力画像データの階調値が前記第１階調値未満である場合には、前記第１階調値に対
応する前記第１補正データを選択し、入力画像データの階調値が前記第１階調値から前記
第２階調値までの範囲にある場合には、各階調値に対応する前記第１補正データを選択し
、前記入力画像データの階調値が前記第２階調値を越える場合には前記第２階調値に対応
する前記第１補正データを選択することが望ましい。
　液晶の印加電圧に対する透過率の表示特性は、特性が急峻に変化する２つの変化点を有
しており、変化点間では印加電圧に対する透過率が大きく変化するが、それ以外の範囲で
は、印加電圧に対する透過率の変化は小さい。このため、入力画像データの階調値が第１
階調値未満である場合には、第１階調値に対応する補正データを選択し
入力画像データの階調値が第２階調値を越える場合には第２階調値に対応する補正データ
を選択することにより、第２記憶手段の記憶容量を削減することが可能となる。
　また、前記入力画像データが、ＲＧＢ各色に対応するデータから構成されるのであれば
、前記基準補正データは、  ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、前記第１補間処
理手段は、  ＲＧＢ各色毎に前記第１補正データを生成し、前記第２記憶手段、前記第２
補間処理手段および前記補正手段は、  ＲＧＢ各色毎に設けられることが望ましい。この
場合には、ＲＧＢ各色毎にフリッカーを抑圧することができるので、結果として表示画面
全体のフリッカーを大幅に低減することができる。
　ここで、前記Ｇ色の基準補正データのデータ量は、前記Ｒ色または前記Ｂ色の基準補正
データのデータ量より多いことが望ましい。人の視覚は、Ｒ色やＢ色と比較してＧ色の感
度が高い。したがって、Ｇ色のデータ量を多くすることによって、より精度が高いフリッ
カー補正を施すことができる。
　さらに、前記Ｒ色または前記Ｂ色の基準補正データは、前記Ｇ色の基準補正データに対
応する複数の基準座標を一定の規則で抽出した座標に対応するものであることが望ましい
。
【０００７】
くわえて、入力画像データが、ＲＧＢ各色に対応するデータから構成され、前記基準補正
データが、ＲＧＢ各色に対応するデータから構成されるのであれば、前記第１記憶手段、
前記第１補間処理手段、前記Ｘカウンタおよび前記ＹカウンタはＲＧＢ各色で兼用し、前
記第２記憶手段、前記第２補間処理手段、前記読出手段および前記補正手段は、  ＲＧＢ
各色毎に設けることが望ましい。この場合には、前記第１記憶手段、前記第１補間処理手
段、前記Ｘカウンタおよび前記Ｙカウンタを兼用することができるので、構成を簡易なも
のにすることができる。次に、本発明に係る電気光学装置にあっては、上述した画像処理
回路と、複数の走査線と、複数のデータ線と、各走査線と各データ線の交差に対応した画
素を備えた画像表示部と、前記画像処理回路によって生成された極性反転画像信号に基づ
いて、前記画像表示部に画像を表示する駆動回路とを備えたことを特徴とする。この発明
によれば、総ての階調において画面全体に渡ってフリッカーが殆ど無い、高品質な画像を
表示可能な電気光学装置を提供することができる。

10

20

30

40

50

(8) JP 3767320 B2 2006.4.19



【０００８】
　次に、本発明に係る電気光学装置の駆動方法は、複数の走査線と、複数のデータ線と、
各走査線と各データ線の交差に対応した画素を備えた画像表示部と、を備えた電気光学装
置の駆動方法において、前記画像表示部に画像を表示する際に請求項１または２に記載の
フリッカー低減方法を用いることを特徴とする。
　次に、本発明に係る電子機器は、上述した電気光学装置を備えたことを特徴とする。こ
の電子機器としては、例えば、プロジェクタ、モバイル型のコンピュータ、携帯電話機、
液晶ファインダーを用いた携帯型ビデオカメラ等が該当する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。本実施形態では、電気光学装
置の一例として、アクティブ・マトリクス型の液晶パネルを用いたプロジェクタについて
説明する。
【００１０】
＜１．第１実施形態＞
＜１－１：プロジェクタの電気的構成＞
図１は、プロジェクタの電気的構成を示すブロック図である。この図に示すようにプロジ
ェクタ１１００は、３枚の液晶表示パネル１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂと、タイミング
回路２００と、画像信号処理回路３００とを備えている。
まず、各液晶表示パネル１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂは、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青
）の３原色に各々対応するものである。各パネルは、素子基板と対向基板との間に液晶を
挟持してなり、表示領域１０３の他に、データ線駆動回路１０１および走査線駆動回路１
０２が素子基板の周辺部分に形成されている。
また、表示領域１０３の素子基板には、横方向（Ｘ方向）に延在する複数のデータ線と、
縦方向（Ｙ方向）に延在する走査線が形成されており、各データ線と各走査線との交差に
対応して、スイッチング素子として機能するＴＦＴが設けられている。また、ＴＦＴのゲ
ート電極は走査線に、そのソース電極はデータ線に、そのドレイン電極は画素電極に接続
されている。そして、ＴＦＴ、画素電極、および対向基板に設けらる対向電極によって１
つの画素が形成されている。なお、対向電極は、素子基板と向かい合う対向基板側全面に
形成されており、また、その４隅において素子基板との間に形成される導通部を介して対
向基板電圧Ｖ comが給電されるようになっている。
データ線駆動回路１０１および走査線駆動回路１０２は、表示領域１０３に形成される複
数のデータ線と複数の走査線を駆動するように構成されている。なお、本発明において表
示領域１０３のドット数は、どのようなものであっても良いが、この例では、ＸＧＡ形式
（横１０２４ドット×縦７６８ドット）で構成されているものとする。
次に、タイミング回路２００は、データ線駆動回路１０１や走査線駆動回路１０２、ある
いは画像信号処理回路３００に各種のタイミング信号を供給するものである。
次に、画像信号処理回路３００は、ガンマ補正回路３０１、フリッカー補正回路３０２、
相展開回路３０３Ｒ，３０３Ｇ，３０３Ｂおよび増幅・反転回路３０４Ｒ，３０４Ｇ，３
０４Ｂを備えている。ガンマ補正回路３０１は、入力画像データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対し
て各液晶パネル１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂの表示特性に対応したガンマ補正を施して
、画像データＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ 'を生成するように構成されている。
また、フリッカー補正回路３０２は、画像データＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ 'のデータ値（階調
値）とその表示位置に基づいて、後述するフリッカー補正を施すために用いる補正データ
Ｄｈｒ，Ｄｈｇ，Ｄｈｂを生成し、これらをＤＡ変換して補正信号Ｖｈｒ，Ｖｈｇ，Ｖｈ
ｂを生成するように構成されている。さらに、フリッカー補正回路３０２は、画像データ
ＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ 'をＤＡ変換して画像信号 VIDR,VIDG,VIDBを出力するように構成され
ている。
また、相展開回路３０３Ｒ，３０３Ｇ，３０３Ｂには、ＲＧＢ３系統の各画像信号 VIDR,V
IDG,VIDBが供給され、これらをＮ相（図においてはＮ＝６）の画像信号に展開して相展開
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画像信号 vid1～ vid6として各々出力するものである。ここで、画像信号をＮ相に展開する
理由は、液晶表示パネルのサンプリング回路（データ線駆動回路１０１に内蔵）において
、表示領域１０３のＴＦＴに供給される画像信号の印加時間を長くして、データ信号のサ
ンプリング時間および充放電時間を十分に確保するためである。さらに各相展開回路３０
３Ｒ，３０３Ｇ，３０３Ｂは、各画像信号 VIDR,VIDG,VIDBの相展開に同期して補正信号Ｖ
ｈｒ，Ｖｈｇ，Ｖｈｂを各々相展開して相展開補正信号ｖｈ１～ｖｈ６を生成するように
構成されている。
また、各増幅・反転回路３０４Ｒ，３０４Ｇ，３０４Ｂは、相展開画像信号 vid1～ vid6を
増幅するとともにその電圧極性を一定周期で反転させこれらを振幅中心電圧ＶＣと加算し
て極性反転画像信号 VID1～ VID6を生成するようになっている。振幅中心電圧ＶＣは、対向
電極電圧Ｖ comと相展開補正信号ｖｈ１～ｖｈ６とに基づいて生成されるようになってい
る。なお、以下の説明では、画像信号の電圧極性を振幅中心電圧ＶＣを中心として一定周
期で反転させることを極性反転と称することにする。
極性反転の周期は、データ信号の印加方式が▲１▼走査線単位の極性反転であるか、▲２
▼データ線単位の極性反転であるか、▲３▼画素単位の極性反転であるかに応じて定めら
れ、具体的には、１水平走査期間またはドットクロック周期に設定される。この例では、
２水平走査周期の極性反転信号Ｓ invに基づいて１水平走査期間毎に極性反転を行うもの
とする。
【００１１】
＜１－２：プロジェクタの機械的構成＞
次に、プロジェクタの機械的構成について説明する。図２は、このプロジェクタの構成例
を示す平面図である。
【００１２】
この図に示すように、プロジェクタ１１００内部には、ハロゲンランプ等の白色光源から
なるランプユニット１１０２が設けられている。このランプユニット１１０２から射出さ
れた投射光は、ライトガイド１１０４内に配置された４枚のミラー１１０６および２枚の
ダイクロイックミラー１１０８によってＲＧＢの３原色に分離され、各原色に対応するラ
イトバルブとしての液晶パネル１００Ｒ、１００Ｂおよび１００Ｇに入射される。
【００１３】
液晶パネル１００Ｒ、１００Ｂおよび１００Ｇには、図示しない画像信号処理回路３００
から供給されるＲ、Ｇ、Ｂの画像信号でそれぞれ駆動される。さて、これらの液晶パネル
によって変調された光は、ダイクロイックプリズム１１１２に３方向から入射される。こ
のダイクロイックプリズム１１１２においては、ＲおよびＢの光が９０度に屈折する一方
、Ｇの光が直進する。したがって、各色の画像が合成される結果、投射レンズ１１１４を
介して、スクリーン等にカラー画像が投写されることとなる。
なお、液晶パネル１００Ｒ，１００Ｂ，１００Ｇには、ダイクロイックミラー１１０８に
よって、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応する光が入射するので、対向基板にカラーフィルタを
設ける必要はない。
【００１４】
＜１－３：フリッカー補正回路の構成＞
次に、フリッカー補正回路３０２の詳細な構成ついて説明する。図３は、フリッカー補正
回路のブロック図である。この図に示すようにフリッカー補正回路３０２は、Ｘカウンタ
１０、Ｙカウンタ１１、ＲＯＭ１２、補間処理部１３、補正ユニットＵＲ，ＵＧ，ＵＢ、
およびＤ／Ａ変換器１４～１６を備えている。
まず、Ｄ／Ａ変換器１４～１６は、画像データＤＲ’、ＤＧ’、ＤＢ’をデジタル信号か
らアナログ信号に変換して、画像信号 VIDR,VIDG,VIDBを生成する。
次に、Ｘカウンタ１０は、ドット周期のドットクロック信号ＤＣＬＫをカウントして、画
像データのＸ座標を指示するＸ座標データＤｘを出力する。一方、Ｙカウンタ１１は、水
平走査周期の水平クロック信号ＨＣＬＫをカウントして、画像データのＹ座標を指示する
Ｙ座標データＤｙを出力する。したがって、Ｘ座標データＤｘとＹ座標データＤｙとを参
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照することによって、液晶表示パネル上に画像データを表示すべき位置を知ることができ
る。
次に、ＲＯＭ１２は、基準補正データＤ refを格納する不揮発性のメモリであり、プロジ
ェクタ１１００の電源投入時に、基準補正データＤ refを出力するようになっている。基
準補正データＤ refは、所定のＸ，Ｙ座標において、画像データＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ 'のフ
リッカーを補正するために用いられるデータである。この点について、図４を参照して説
明する。図４は、表示領域における基準補正データに対応する座標を示す概念図である。
上述したように表示領域１０３は横１０２４ドット×縦７６８ドットで構成されている。
この表示領域を横８×縦６に分割し、図中黒丸で示す各点について、基準補正データＤ re
fがＲ，Ｇ，Ｂ各々について用意されている。なお、以下の説明においては、黒丸の点に
対応する６３個の座標を基準座標と称する。
ところで、液晶容量は印加電圧に応じて変化する特性を持っているので、ある画像データ
値（階調値）に対応する補正データ値によって、総ての画像データ値に対応する補正デー
タ値を代表すると、正確な補正を行うことができない。例えば、中央レベルに対応した補
正データを用いて総ての画像データ値を補正すると、黒レベルや白レベルにおいて正確な
補正を行うことができず、そのようなレベルにおいてはフリッカーを抑圧することができ
ない。一方、総てのレベルに応じた補正データをＲＯＭ１２に格納するとすれば、ＲＯＭ
１２の記憶容量が増大してしてまうといった問題がある。
そこで、本実施形態においては、３レベルについて基準補正データＤ refを記憶し、補間
処理等を用いて各レベルに対応する補正データＤＨを生成している。図５は、液晶の表示
特性と基準補正データに対応する３つの電圧レベルの関係を示したものである。なお、こ
の例の液晶表示パネルは、ノーマリホワイトモードで動作する。
図において、表示特性曲線Ｗは、液晶の印加電圧が０Ｖから次第に大きくなると、透過率
が緩やかに低下し、印加電圧Ｖ１を越えると急峻に透過率が低下し、さらに、印加電圧Ｖ
３を越えると透過率が緩やかに低下する特性を示している。ここで、Ｖ０は画像データが
最小値を取る場合に液晶に印加される電圧であり、Ｖ４は画像データが最大値を取る場合
に液晶に印加される電圧である。この表示特性において、基準補正データＤ refに対応す
る３つの電圧レベルは、黒丸で示すＶ１、Ｖ２およびＶ３に設定してある。Ｖ１、Ｖ３は
表示特性曲線Ｗが急峻に変化する２つの変化点に対応するものであり、Ｖ２は透過率が略
５０％となる点に対応している。
上述した３つの電圧レベルを選んだのは以下の理由による。第１に、Ｖ１以下の領域とＶ
３以上の領域では、印加電圧に対する透過率の変化が小さいため、そのような領域におい
ては、印加電圧が変化しても補正量は殆ど変化しないので、Ｖ１またはＶ３に対応する基
準補正データＤ refを用いて補正すれば十分だからである。第２に、仮にＶ１，Ｖ３の替
わりにＶ０，Ｖ４に対応する基準補正データＤ refに基づいて、Ｖ０～Ｖ４までの補正デ
ータを補間処理によって算出すると、表示特性曲線Ｗの変化率がＶ１，Ｖ３において急激
に変化するため、正確な補正データを算出することができないからである。第３に、透過
率が略５０％となるＶ２を用いることによって、補間処理の精度を高めることができるか
らである。なお、以下の説明においては、電圧Ｖ１を白基準レベル、電圧Ｖ２を中央基準
レベル、電圧Ｖ３を黒基準レベルと称することにする。また、この例では、Ｖ１からＶ３
までの範囲において、Ｖ２に対応する基準補正データを予め用意することにしたが、この
範囲内で複数の基準補正データを用意してもよい。
次に、ＲＯＭ１２の記憶内容について説明する。図６は、ＲＯＭ１２の記憶内容を示す図
である。この図に示すように、ＲＯＭ１２は、６３個の座標に対応付けられて、各座標毎
に９個の補正データＤＨの組を格納している。９個の補正データＤＨは、ＲＧＢの各色に
対応する３組の補正データＤＨから構成され、各色に対応する補正データＤＨは、白基準
レベル、中央基準レベル、黒基準レベルに各々対応する３個の補正データＤＨから構成さ
れている。図において、「 D」に続く第１番目の添字「 R」 ,「 G」 ,「 B」は、どの色に対応
した補正データＤＨであるかを示している。さらに、「 D」に続く第２番目の添字「 w」 ,
「 c」 ,「 b」は、各々白基準レベル、中央基準レベル、黒基準レベルに対応した補正デー
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タＤＨであるかを示している。くわえて、「 D」に続く第３番目および第４番目の添字「 i
,j」は対応する基準座標を示している。なお、以下の説明では、ＲＧＢ各色に対応する基
準補正データＤ refをＤ refr，Ｄ refg，Ｄ refbと記載し、特に、ＲＧＢ各色に限定されな
い基準補正データについてはＤ refと記載することにする。
次に、基準補正データＤ refの生成方法について説明する。図７は、基準補正データを生
成するシステム構成を示す図である。この図に示すように補正データ生成システム１００
０は、プロジェクタ１１００、ＦＦＴアナライザ５００、パーソナルコンピュータ６００
、画像データ発生器７００、スクリーンＳ、および照度計８００を備えている。なお、こ
の例では、液晶パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂが６０Ｈｚのフィールド周波数で駆
動されるものとする。
まず、プロジェクタ１１００は、フリッカー補正回路３０２の動作を停止可能なように構
成されている。また、スクリーンＳには、６３個の基準座標上に照度計８００が埋め込ま
れている。また、それらの出力信号は、図示せぬ信号切替器を介してＦＦＴアナライザ５
００に供給されるようになっており、さらに、信号切替器はパーソナルコンピュータ６０
０の制御の下、６３個の入力信号の中から１つを選択してＦＦＴアナライザ５００に出力
するようになっている。
次に、ＦＦＴアナライザ５００は照度計８００の出力信号を周波数解析し、その結果を解
析データとして、パーソナルコンピュータに出力するよう構成されている。
次に、パーソナルコンピュータ６００は、補正データシステム１０００全体を制御すると
ともに、解析データに基づいてフリッカーが最小となる基準補正データＤ refを生成する
。
以上の補正データ生成システム１０００において、画像データ発生器７００からプロジェ
クタ１１００に、電圧Ｖ１に対応する画像データＤＲが供給される。すると、スクリーン
ＳにＲ一色の画像が表示され、各基準座標における照度が照度計８００によって計測され
る。この状態で、パーソナルコンピュータ６００は対向電極電圧Ｖ comを基準電圧 Vrefか
ら所定のステップでずらすようにプロジェクタ１１００を制御する。各ステップにおいて
、ＦＦＴアナライザ５００は、図８に示すような解析結果を解析データとして出力する。
この図に示すように、解析結果は６０Ｈｚでピークを持つものとなる。この周波数成分が
フリッカー成分となる。パーソナルコンピュータ６００は、各ステップの解析データに基
づいて、フリッカー成分が最小となる対向電極電圧Ｖ comを求める。例えば、各ステップ
の解析データから、図９に示すような対向電極電圧に対するフリッカー成分の特性が得ら
れる場合には、最小対向電極電圧Ｖ comXは、Ｖ ref＋ΔＶとなる。この場合、ΔＶに相当
するデータ値を基準補正データＤ refとして生成する。これを、電圧Ｖ２，Ｖ３について
も実行してＲ色に対応する基準補正データＤ refrを総て生成する。さらに、同様の処理を
Ｇ色，Ｂ色についても実行することによって、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色に対応する基準補正データ
Ｄ refr,Ｄ refg,Ｄ refbを生成する。次に、図３に示す補間処理部１３は、上述した基準補
正データＤ refに基づいて、各基準座標における補正データＤＨを各色毎に算出する。具
体的には、電圧Ｖ１に対応する基準補正データＤ refと電圧Ｖ２に対応する基準補正デー
タＤ refに基づいて、電圧Ｖ１から電圧Ｖ２までの各レベルに対応する補正データＤＨを
算出し、電圧Ｖ２に対応する基準補正データと電圧Ｖ３に対応する基準補正データＤ ref
に基づいて、電圧Ｖ２から電圧Ｖ３までの各レベルに対応する補正データＤＨを算出する
。なお、この例では、直線補間によって補正データＤＨを算出する。
例えば、電圧Ｖａ（但し、Ｖ１＜Ｖａ＜Ｖ２）、座標（ｉ，ｊ）、Ｒに対応する補正デー
タＤＨは、以下の式で与えられる。
ＤＨ＝ DRwi,j・ (Va-V1)／ (V2-V1)＋ DRci,j・ (V2-Va)／ (V2-V1)
すなわち、この補間処理部１３によって、各基準座標における電圧Ｖ１から電圧Ｖ３まで
の各レベルに対応した補正データＤＨが算出される。なお、以下の説明では、ＲＧＢの各
色に対応する補正データＤＨを、ＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂと称することにする。
次に、補正ユニットＵＲ，ＵＧ，ＵＢは、上述した補間処理部１３で生成された補正デー
タＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂに所定の処理を施して補正信号Ｖｈｒ、Ｖｈｇ、Ｖｈｂを生成
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するようになっている。各補正ユニットＵＲ，ＵＧ，ＵＢは同様に構成されているので、
ここでは、補正ユニットＵＲについて説明する。
補正ユニットＵＲは、補正テーブル１４Ｒ、演算部１５Ｒ、アドレス発生部１６Ｒおよび
ＤＡ変換器１７Ｒを備えている。補正テーブル１４Ｒは、アドレス発生部１６Ｒによって
供給される書込アドレスに従って、補正データＤＨｒをＸ，Ｙ座標と対応付けて所定の記
憶領域に記憶するとともに、読出アドレスに従って所定の記憶領域から４個の補正データ
ＤＨｒ１～ＤＨｒ４を読み出すように構成されている。
図１０は、補正テーブル１４Ｒの記憶内容を示す図である。この図において、「ｍ」は電
圧Ｖ１に対応する画像データ値であり、「ｎ」は電圧Ｖ３に対応する画像データ値である
。図に示すように、補正テーブル１４Ｒは、各基準座標に対応付けて補正データＤＨｒを
記憶している。ここで、ＤＨｒの第１番目および第２番目の添字「ｉ，ｊ」は、基準座標
値を示すものであり、第３番目の添字「（Ｘ）」は、対応する画像データ値を示している
。例えば、 DHr1,128(m+2)は、基準座標（ 1,128）、画像データ値ｍ＋２に対応する補正デ
ータである。
次に、アドレス発生部１６Ｒは、Ｘ，Ｙ座標データＤｘ，Ｄｙと画像データＤＲ 'とに基
づいて、以下の手順で４つの読出アドレスを順次生成する。なお、読出アドレスは、座標
と対応する行アドレスと階調値に対応する列アドレスから構成されている。
アドレス発生部１６Ｒは、第１に、Ｘ，Ｙ座標データＤｘ，Ｄｙに近い４個の基準座標を
特定する。例えば、Ｘ，Ｙ座標データＤｘ，Ｄｙによって特定される座標が（６４，６４
）であるならば（図４参照）、基準座標として（１，１）、（１２８，１）、（１，１２
８）、（１２８，１２８）を特定する。これにより、第１行、第２行、第１０行、第１１
行を指示する４つの行アドレスが生成される。
アドレス発生部１６Ｒは、第２に、画像データＤＲ 'の階調値に対応する列アドレスを生
成する。例えば、画像データＤＲ 'の値が「ｍ＋１」であるならば、第２列を指示する列
アドレスを生成する。ただし、画像データＤＲ 'の値が「ｍ」未満の場合には第１列を指
示する列アドレスを生成し、画像データＤＲ 'の値が「ｎ」を越える場合には「ｎ」に対
応する列アドレスを生成する。
アドレス発生部１６Ｒは、第３に、４つの行アドレスと１つの列アドレスを組み合わせて
４つの読出アドレスを生成する。
このアドレス発生部１６Ｒによって、補正テーブル１４Ｒに記憶されている補正データＤ
Ｈｒの中から、４つの補正データＤＨｒ１～ＤＨｒ４が選択される。例えば、画像データ
ＤＲ 'の値が「ｍ＋１」でありＸ，Ｙ座標データＤｘ，Ｄｙによって特定される座標が（
６４，６４）であるならば、図１０に示す DHr1,1(m+1)、 DHr128,1(m+1)、 DHr1,128(m+1)
、および DHr128,128(m+1)が補正データＤＨｒ１～ＤＨｒ４として補正テーブル１４Ｒか
ら読み出される。
次に、図３に示す演算部１５Ｒは画像データＤＲ 'の座標を示すＸ，Ｙ座標データＤｘ，
Ｄｙと、補正テーブル１４Ｒから読み出された４個の補正データＤＨｒ１～ＤＨｒ４とに
基づいて、補間処理を実行して補正データＤｈｒを生成するよう構成されている。この補
間処理は、当該画像データＤＲ 'の座標から、４個の補正データＤＨｒ１～ＤＨｒ４の各
基準座標までの各距離に比例した直線補間により行われる。そして、補正データＤｈｒは
Ｄ／Ａ変換器１７Ｒを介して補正信号ｖｈｒとして出力される。
【００１５】
＜１－４：フリッカー補正回路の動作＞
次に、フリッカー補正回路３０２の動作について説明する。図１１は、フリッカー補正回
路の動作を示すフローチャートである。ここでは、Ｒ色に対応するフリッカー補正回路３
０２の動作について説明するが、Ｂ色，Ｇ色についても同様である。
まず、電源が投入されると（ステップＳ１）、ＲＯＭ１２から各基準座標に対応する基準
補正データＤ refが読み出される（ステップＳ２）。
次に、補間処理部１３は、基準補正データＤ refに基づいて、階調方向の補間処理を実行
して、補正データＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂを生成する（ステップＳ３）。基準補正データ
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Ｄ refは、各基準座標について白基準レベル、中央基準レベル、黒基準レベルといった３
つの電圧Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３に対応する補正データＤＨから構成されているので、中間レベ
ル（電圧Ｖ１から電圧Ｖ３までの範囲）については、補間処理によって補正データＤＨを
生成する。
次に、電源投入から一定時間が経過して、各補正ユニットＵＲ，ＵＧ，ＵＢの補正テーブ
ルに補正データＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂが各々格納されると、ドットクロック信号 DCLKと
水平クロック信号 HCLKが、Ｘカウンタ１０およびＹカウンタ１１に供給される（ステップ
Ｓ４）。すると、Ｘカウンタ１０およびＹカウンタ１１は、ドットクロック信号 DCLKと水
平クロック信号 HCLKをカウントして、あるタイミングで画像データＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ '
を画像表示領域上に表示すべき座標を指示するＸ座標データＤｘおよびＹ座標データＤｙ
を生成する。
次に、Ｘ座標データＤｘおよびＹ座標データＤｙと画像データＤＲ 'のデータ値とに基づ
いて、補正テーブル１４Ｒから座標方向の補間処理の元になる４つの補正データＤＨｒ１
～ＤＨｒ４が読み出される（ステップＳ６）。
この後、演算部１５Ｒは、Ｘ，Ｙ座標補正データＤｘ，Ｄｙに基づいて、補正データＤＨ
ｒ１～ＤＨｒ４に補間処理を施して、補正データＤｈｒを生成する（ステップＳ７）。そ
して、この補正データＤｈｒをＤＡ変換して補正信号ｖｈｒを生成する。
以上、説明したように第１実施形態のフリッカー補正回路３０２は、ＲＯＭ１２に各基準
座標について３つの電圧Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３に対応する基準補正データＤ refを記憶し、こ
の基準補正データＤ refに基づいて、各基準座標における補正データＤＨを生成し、さら
に、Ｘ，Ｙ座標データＤｘ，Ｄｙに基づいて４個の補正データＤＨｒ１～ＤＨｒ４に補間
処理を施して補正データＤｈｒを生成するようにした。
このため、画像データＤＲ '等の各データ値に応じて、きめ細かい補正を施すことが可能
となる。
さらに、データ値に対応する補間処理と座標に対応する補間処理といったように２段階の
補間処理を行ったので、ＲＯＭ１２および補正テーブル１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂのメモリ
容量を削減することができる。
くわえて、Ｘカウンタ１０、Ｙカウンタ１１、ＲＯＭ１２および補間処理部１３は、各補
正ユニットＵＲ，ＵＧ，ＵＢで兼用しているので、構成を簡易にしてコストを削減するこ
とが可能である。
【００１６】
＜１－５：相展開回路＞
次に、相展開回路３０３Ｒ，３０３Ｇ，３０３Ｂは、いずれも同様に構成されているので
、ここでは、相展開回路３０３Ｒについて説明する。
図１２は、相展開回路３０３Ｒの主要構成を示すブロック図であり、図１３は相展開回路
３０３Ｒの各種信号波形を示すタイミングチャートである。図１２に示すように相展開回
路３０３Ｒは、画像信号展開回路３０３１と補正信号展開回路３０３２とを備えている。
また、画像信号展開回路３０３１と補正信号展開回路３０３２は、各々６個のサンプルホ
ールド回路ＳＨ a1～ＳＨ a6,ＳＨ b1～ＳＨ b6を有しており、そこには図１３に示す６相の
シフトパルスＳＰ１～ＳＰ６とサンプルパルスＳＳとが供給されるようになっている。さ
らに、各サンプルホールド回路は２段構成となっており、第１番目の回路はシフトパルス
ＳＰ１～ＳＰ６によって、第２番目の回路はサンプルパルスＳＳによって、サンプルホー
ルドを行うようになっている。
以上の構成において、図１３に示す画像信号ＶＩＤＲが画像信号展開回路３０３１に供給
されると、サンプルホールド回路ＳＨ a1～ＳＨ a6の第１番目の回路はシフトパルスＳＰ１
～ＳＰ６に同期して、画像信号ＶＩＤＲを６倍に時間軸伸長するとともに６系統に分割し
、さらに、第２番目の回路がサンプルパルスＳＳを用いて６系統の信号の位相を揃え、相
展開画像信号 vid1～ vid6を生成する。一方、補正信号展開回路３０３２も画像信号展開回
路３０３１と同様に補正信号を６倍に時間軸伸長するとともに６系統の信号の位相を揃え
て相展開補正信号ｖｈ１～ｖｈ６を生成する。
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ここで、画像信号展開回路３０３１と補正信号展開回路３０３２は、同一のシフトパルス
ＳＰ１～ＳＰ６と同一のサンプルパルスＳＳとを用いて生成されるので、相展開補正信号
ｖｈ１～ｖｈ６を相展開画像信号 vid1～ vid6と同期させて生成することができる。
【００１７】
例えば、図１３に示す期間Ｔ１にあっては、画像信号ＶＩＤＲは“Ｒ２”、これに対応す
る補正信号ｖｈｒは“ｒ２”となっている。信号“Ｒ２”と“ｒ２”とは、ともにシフト
パルスＳＰ２によってサンプルホールドされた後、サンプルパルスＳＳによって再びサン
プルホールドされる。これにより、時間軸が６倍に伸長され、期間Ｔ２において、相展開
画像信号 vid2、相展開補正信号ｖｈ２として出力される。
【００１８】
＜１－６：増幅・反転回路＞
次に、増幅・反転回路３０４Ｒ，３０４Ｇ，３０４Ｂは、いずれも同様に構成されている
ので、ここでは、増幅・反転回路３０４Ｒついて説明する。
図１４は、増幅・反転回路３０４Ｒの主要構成を示すブロック図である。図１４に示すよ
うに増幅・反転回路３０４Ｒは、６個の増幅・反転ユニットＵ１～Ｕ６を有している。各
増幅・反転ユニットＵ１～Ｕ６は同様に構成されており、相展開画像信号 vid1～ vid6と相
展開補正信号ｖｈ１～ｖｈ６に各々基づいて、極性反転画像信号 VID1～ VID6を生成するよ
うになっている。
増幅・反転ユニットＵ１は、図に示すように増幅回路３０４１、反転回路３０４２、およ
び加算回路３０４３を備えている。まず、増幅回路３０４１は、液晶パネル１００Ｒにお
いて液晶に所定の振幅の電圧を印加するために、予め定められた増幅率で相展開画像信号
vid1を増幅し、これを増幅画像信号 vid1'として出力する。
次に、反転回路３０４２は、極性反転信号Ｓ invに基づいて増幅画像信号 vid1'を反転し、
これを反転画像信号 vid1xとして出力する。この例では、上述したように極性反転信号Ｓ i
nvの１周期は２水平走査期間であるから、反転回路３０４２は、１水平走査期間毎に増幅
画像信号 vid1'を反転して反転画像信号 vid1xを生成する。
次に、加算回路３０４３は、反転画像信号 vid1x、対向電極電圧Ｖ comおよび相展開補正信
号ｖｈ１を加算して、加算結果を極性反転画像信号 VID1として出力する。
ここで、加算回路３０４３は反転回路３０４２と交流結合されている。このため、対向電
極電圧Ｖ comと相展開補正信号ｖｈ１を直流的に加算した電圧を振幅中心電圧ＶＣとすれ
ば、極性反転画像信号 VID1は、振幅中心電圧ＶＣに反転画像信号 vid1xを重畳したものと
なる。
次に、増幅・反転ユニットＵ１の動作を具体的に説明する。図１５は増幅・反転ユニット
Ｕ１の各種信号波形を示すタイミングチャートである。なお、この図において増幅画像信
号 vid1'等は、相展開されているので実際には階段状に変化するが、この例では、作図の
都合上、波形変化を直線的に表している。
図１５に示す増幅画像信号 vid1'は、各水平走査期間の開始から所定期間は黒レベルであ
り、その後、信号レベルが次第に下降し中心時刻で白レベルとなり、これを経過した後、
信号レベルが次第に上昇している。このため、当該水平ラインは画面の中央部分で最も明
るくなる一方、周辺部分では暗くなるようになっている。
この増幅画像信号 vid1'が反転回路３０４２に供給されると、極性反転信号Ｓ invに同期し
て、その電圧極性が図に示すように０Ｖを中心に１水平走査周期で反転され、反転画像信
号 vid1xが生成される。
一方、加算回路３０４３にあっては、対向電極電圧Ｖ comに相展開補正信号ｖｈ１を加算
した振幅中心電圧ＶＣが得られる。ここで、相展開補正信号ｖｈ１は、１水平走査期間中
にレベルが変化している。これは、相展開画像信号 vid1のレベル変化に伴う液晶容量値の
変化や表示位置に依存する光量等によって、フリッカー成分を最小にする中心電圧が異な
るからである。換言すれば、相展開補正信号ｖｈ１は、フリッカー成分を最小にできるよ
うに定められている。そして、図に示すように、振幅中心電圧ＶＣに反転画像信号 vid1x
を重畳することによって極性反転画像信号 VID1は得られる。
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なお、他の増幅・反転ユニットＵ２～Ｕ６は、増幅・反転ユニットＵ１と同様に構成され
ているから、それらの動作は上述したものと同様である。
このように本実施形態にあっては、複数の階調について実際に画像を表示させて画面内の
複数位置についてフッリカー成分を計測し、これが最小となるように基準補正データＤ re
fを生成し、基準補正データＤ refを用いて極性反転画像信号 VID1～ VID6の振幅中心電圧Ｖ
Ｃを定めたので、画面の一部やある階調値で発生するフリッカーを大幅に抑圧することが
できる。この結果、表示画像の品質を向上させることができ、特に、狭い間隔で表示され
る横線のちらつきを防止したり、あるいは、漢字等の細かい文字を鮮明に表示させること
が可能となる。
【００１９】
＜２．第２実施形態＞
次に、第２実施形態に係るアクティブ・マトリクス型の液晶パネルを用いたプロジェクタ
について説明する。このプロジェクタの機械的構成は、図２に示す第１実施形態の機械的
構成と同一である。また、その電気的構成は、フリッカー補正回路３０２の替わりにその
回路規模を縮小したフリッカー補正回路３０２’を用いる点を除いて、図１および図３に
示す第１実施形態の電気的構成と同一である。
【００２０】
＜２－１：フリッカー補正回路の構成＞
図１６は、第２実施形態のフリッカー補正回路３０２’の主要構成を示すブロック図であ
る。このフリッカー補正回路３０２’は、基準補正データＤ refを予め記憶しておき、補
間処理部１３によって階調方向の補間を施して補正データＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂを生成
し、さらに、これらに基づいて補正信号ｖｈｒ，ｖｈｇ，ｖｈｂを生成するといった基本
的仕組みは、第１実施形態のフリッカー補正回路３０２と同様である。しかしながら、フ
リッカー補正回路３０２’は、ＲＯＭ１２の替わりに記憶容量の少ないＲＯＭ１２’を用
いる点、補正テーブル１４Ｒ，１４Ｂの替わりに記憶容量の少ない補正テーブル１４Ｒ’
，１４Ｂ’を用いる点で、第１実施形態のフリッカー補正回路３０２と相違する。
人の視覚には、Ｒ色、Ｂ色と比較してＧ色の感度が高いといった特性がある。したがって
、フリッカーに対する感度もＧ色が最も高くなるので、Ｒ色やＢ色において人が検知でき
ない程度のフリッカーであっても、Ｇ色では検知されてしまう。換言すれば、Ｇ色に対す
るフリッカーの補正精度をＲ色やＢ色よりも高くすることによって、ＲＧＢ色が混合され
た画面表示の品質を向上させることができる。
ところで、上述したようにフリッカーは、基準補正データＤ refr，Ｄ refg，Ｄ refbに基づ
いて補正されるため、これらのデータ量が多い程、補正精度を向上させることができる。
一方、これらのデータを記憶するＲＯＭ１２’の記憶容量には一定の限界があり記憶容量
が大きくなる程そのコストが上昇する。したがって、ＲＯＭ１２’の記憶容量は、コスト
と補正精度の兼ね合いによって決定されることになる。
本実施形態は、この点に鑑みてなされたものであり、人の視覚特性に応じて、基準補正デ
ータＤ refr，Ｄ refg，Ｄ refbの各データ量の割合を定めることにより、ある記憶容量のＲ
ＯＭ１２’を用いて、視覚上最大の効果を得られるようにしたものである。以下、フリッ
カー補正回路３０２’に用いるＲＯＭ１２’および補正テーブル１４Ｒ’、１４Ｂ’につ
いて説明する。
図１７は、第２実施形態のプロジェクタに用いる液晶表示パネルの表示領域における基準
補正データに対応する座標を示す概念図である。表示領域１０３は第１実施形態と同様に
横１０２４ドット×縦７６８ドットで構成されている。この表示領域１０３を横８×縦６
に分割し、図中黒丸および二重丸で示す各点（基準座標）について、Ｇ色に対応する基準
補正データＤ refgが用意されている。一方、Ｒ色およびＢ色に対応する基準補正データＤ
refr，Ｄ refbについては、二重丸で示す各点についてのみ用意されている。つまり、基準
補正データＤ refr，Ｄ refbは、複数の基準座標の中からを一定の規則に従って抽出した座
標に対応するものである。この例では、６３個の基準座標のうち、２０個の座標について
基準補正データＤ refr，Ｄ refbが記憶されることになる。したがって、基準補正データＤ
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refr，Ｄ refbについていえば、データ量を約１／３に圧縮したことになる。
次に、図１８は第２実施形態に用いるＲＯＭ１２’の記憶内容を示す概念図である。この
図に示すように、Ｇ色に対応する基準補正データＤ refgについていえば、ＲＯＭ１２’は
、６３個の座標に対応付けて、各座標毎に３個の補正データＤＧｗ i,j、ＤＧｃ i,j、ＤＧ
ｂ i,jの組を格納している。一方、Ｒ色に対応する基準補正データＤ refrについていえば
、ＲＯＭ１２’は、２０個の座標に対応付けて各座標毎に３個の補正データＤＧｗ i,j、
ＤＧｃ i,j、ＤＧｂ i,jの組を格納している。また、Ｂ色に対応する基準補正データＤ refb
は、Ｒ色と同様に２０個の座標に対応付けて各座標毎に３個の補正データＤＧｗ i,j、Ｄ
Ｇｃ i,j、ＤＧｂ i,jの組を格納している。
例えば、基準補正データＤ refr，Ｄ refbは図１７に示す第１行の基準座標 (1,1),(128,1),
… ,(1024,1)のうち、 (1,1),(256,1),(512,1),(768,1),(1024,1)について記憶され、第２
行については記憶されないことになる。さらに、第３行以降についても第１行および第２
行と同様に基準座標が間引かれる。したがって、ＲＯＭ１２’の記憶容量は、総ての基準
座標について記憶する場合と比較して（第１実施形態のＲＯＭ１２）、約４／９で足りる
。これにより、ＲＯＭ１２’の記憶容量を大幅に削減することができる。
次に、図１９は補正テーブル１４Ｒ’の記憶内容を示す概念図である。この図に示すよう
に補正テーブル１４Ｒ’には、２０個の基準座標に対応付けられて、各階調毎の補正デー
タＨＤｒが記憶されている。第１実施形態においては、Ｒ色、Ｂ色についても６３個の基
準座標について、基準補正データＤ refr,Ｄ refbを記憶し、これらに階調方向の補間処理
を施して、補正データＤＨｒ，ＤＨｂを生成していた。これに対して、第２実施形態では
、２０個の基準座標について基準補正データＤ refr,Ｄ refbを記憶し、これらに階調方向
の補間処理を施して、補正データＤＨｒ，ＤＨｂを生成するので、補正データＤＨｒ，Ｄ
Ｈｂのデータ量は、第１実施形態と比較して約１／３に減少する。したがって、これらを
記憶する補正テーブル１４Ｒ’，１４Ｂ’の記憶容量を約１／３に削減することができる
。
【００２１】
＜２－１：フリッカー補正回路の動作＞
次に、フリッカー補正回路３０２’の動作を具体的に説明する。なお、この例では、図１
７に示す座標（６４，６４）の位置に表示する画像データに対応する補正データを生成す
るものとする。
まず、電源が投入されると、ＲＯＭ１２’からＧ色については６３個の基準座標に対応す
る基準補正データＤ refg読み出され、Ｒ色およびＢ色については２０個の基準座標に対応
する基準補正データＤ refr,Ｄ refbが読み出される。次に、補間処理部１３は、各基準補
正データＤ refg, Ｄ refr,Ｄ refbに階調方向の補間処理を施して、補正データＤＨｒ，Ｄ
Ｈｇ，ＤＨｂを生成し、これらを補正テーブル１４Ｒ’、１４Ｇ、１４Ｂ’に転送する。
この後、Ｘカウンタ１０およびＹカウンタ１１は、ドットクロック信号 DCLKと水平クロッ
ク信号 HCLKをカウントして、あるタイミングで画像データＤＲ '，ＤＧ '，ＤＢ 'を画像表
示領域上に表示すべき座標を指示するＸ座標データＤｘおよびＹ座標データＤｙを生成す
る。この例では、Ｄｘ＝６４、Ｄｙ＝６４となる。
次に、Ｘ座標データＤｘおよびＹ座標データＤｙと画像データのデータ値とに基づいて、
各補正テーブル１４Ｒ’、１４Ｇ、１４Ｂ’から座標方向の補間処理の元になる４つの補
正データが読み出される。ここで、Ｇ色については、（１，１）、（１２８，１）、（１
，１２８）、（１２８，１２８）の各基準座標に対応する補正データが読み出される一方
、Ｒ色およびＢ色については、（１，１）、（２５６，１）、（１，２５６）、（２５６
，２５６）の各基準座標に対応する補正データが読み出される。
この後、演算部１５Ｒ、１５Ｇ、１５Ｂは、Ｘ，Ｙ座標補正データＤｘ，Ｄｙに基づいて
、読み出された４個の補正データに補間処理を施す。補間処理は、直線補間を用いて行わ
れる。このため、その精度は表示すべき画像データの座標と元になる補正データとの距離
に応じて定まり、距離が短い程精度が向上する。したがって、補間処理によって生成され
た補正データＤｈの精度は、Ｇ色が高くなる。上述したように人の視覚特性はＲ色やＢ色
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に比べてＧ色の感度が高いので、Ｇ色の補正精度を相対的に高めることによって、表示画
像の品質を向上させることができる。
なお、第２実施形態は、人の視覚特性に応じて、基準補正データＤ refr，Ｄ refg，Ｄ refb
の各データ量の割合を異ならせるものであるから、総ての基準座標について基準補正デー
タＤ refr，Ｄ refg，Ｄ refbを用意し、Ｄ refgについては１０ビット、Ｄ refrおよびＤ refb
については５ビットといったように、各データのビット数を視覚特性に応じて定めるよう
にしてもよい。
【００２２】
＜３．電子機器＞
次に、上述した画像処理回路３００を電子機器に用いた例のいくつかについて説明する。
【００２３】
＜３－１：モバイル型コンピュータ＞
まず、画像処理回路３００を、モバイル型のコンピュータに適用した例について説明する
。図２０は、このコンピュータの構成を示す正面図である。図において、コンピュータ１
２００は、キーボード１２０２を備えた本体部１２０４と、液晶ディスプレイ１２０６と
から構成されている。上述したプロジェクタ１１００は、ＲＧＢ各色に各々対応する液晶
表示パネル１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂを用いて構成したが、この液晶ディスプレイ１
２０６は、ＲＧＢ各色を表示可能な液晶表示パネルである。この場合にも、上述したフリ
ッカー補正回路３０２と同様に階調方向の補間処理と座標方向の補間処理を行うことによ
って、面内のフリッカーを殆ど無くすことができる。
【００２４】
＜３－２：携帯電話＞
さらに、画像処理回路３００を、携帯電話に適用した例について説明する。図２１は、こ
の携帯電話の構成を示す斜視図である。図において、携帯電話１３００は、複数の操作ボ
タン１３０２とともに、反射型の液晶パネル１００５を備えるものである。この反射型の
液晶パネル１００５にあっては、必要に応じてその前面にフロントライトが設けられる。
この液晶パネル１００５が、例えば、Ｇ色に対応するものであれば、上述したフリッカー
補正回路３０２から補正ユニットＵＲ，ＵＢを削除して構成すればよい。
なお、図２０、図２１を参照して説明した電子機器の他にも、液晶テレビや、ビューファ
インダ型、モニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、
電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話、 POS端末、タッ
チパネルを備えた装置等などが挙げられる。そして、これらの各種電子機器に適用可能な
のは言うまでもない。
【００２５】
＜４．変形例＞
本発明は、上述した各実施形態やその応用例である電子機器に限定されるものではなく、
例えば、以下に述べる各種の変形が可能なことは勿論である。
【００２６】
第１に、上述した各実施形態では、データ線駆動回路１０１の駆動周波数を下げるために
、画像信号 VIDR,VIDG,VIDBを相展開して相展開画像信号 vid1～ vid6を生成する一方、補正
信号Ｖｈｒ、Ｖｈｇ、Ｖｈｂを相展開して相展開補正信号ｖｈ１～ｖｈ６を生成したが、
本発明はこれに限定されるものではなく、相展開を行わない場合にも適用できることは勿
論である。この場合には、例えば、Ｒ色についていえば、画像信号 VIDRを増幅するととも
に極性反転信号Ｓ invに基づいて反転し、対向電極電圧Ｖ comと補正信号Ｖｈｒとを加算し
て振幅中心電圧ＶＣを生成し、振幅中心電圧ＶＣに反転された信号を重畳して極性反転画
像信号を生成すればよい。
第２に、上述した各実施形態では基準補正データＤ refを複数の階調値について各基準座
標毎に記憶するようにしたが、本発明はこれに限定されるものではなく、ある階調値につ
いて各基準座標毎に基準補正データＤ refを記憶するようにしてもよい。この場合には、
階調値の変化に伴って変動する液晶容量値に起因したフリッカーを抑圧することはできな
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いが、対向電極における対向電極電圧Ｖ comのバラツキや、あるいは表示領域１０３の入
手光量のバラツキによるフリッカーを抑圧あすることができる。
第３に、上述した各実施形態では、カラー表示をＲＧＢ各色によって行うことを前提とし
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、モノクロ画像を表示するもので
あってもよい。この場合には、ＲＢＧ各色毎に設けた構成を１色に減らせばよい。
【００２７】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、入力画像データの階調値に応じた基準補正データを
前記画像表示領域上の複数の基準座標について予め記憶し、これに基づいて生成した補正
信号を用いて画像信号の振幅中心電圧を制御するので、面内のフリッカー成分を大幅に抑
圧することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施形態に係るプロジェクタの電気的構成を示すブロック図であ
る。
【図２】　同プロジェクタの構成例を示す平面図である。
【図３】　同プロジェクタに用いるフリッカー補正回路のブロック図である。
【図４】　同プロジェクタに用いる液晶表示パネルの表示領域における基準補正データに
対応する座標を示す概念図である。
【図５】　同液晶表示パネルの表示特性と基準補正データに対応する３つの電圧レベルの
関係を示した図である。
【図６】　同プロジェクタに用いるフリッカー補正回路３０２のＲＯＭ１２の記憶内容を
示す図である。
【図７】　同フリッカー補正回路に用いる基準補正データを生成するシステム構成を示す
図である。
【図８】　ＦＦＴアナライザの解析結果の一例を示す図である。
【図９】　対向電極電圧に対するフリッカー成分の特性の一例を示す図である。
【図１０】　同フリッカー補正回路に用いる補正テーブルの記憶内容を示す図である。
【図１１】　同フリッカー補正回路の動作を示すフローチャートである。
【図１２】　相展開回路３０３Ｒの主要構成を示すブロック図である。
【図１３】　相展開回路３０３Ｒの各種信号波形を示すタイミングチャートである。
【図１４】　増幅・反転回路３０４Ｒの主要構成を示すブロック図である。
【図１５】　増幅・反転ユニットＵ１の各種信号波形を示すタイミングチャートである。
【図１６】　第２実施形態のフリッカー補正回路３０２’の主要構成を示すブロック図で
ある。
【図１７】　同実施形態に用いる液晶表示パネルの表示領域における基準補正データに対
応する座標を示す概念図である。
【図１８】　同実施形態に用いるＲＯＭ１２’の記憶内容を示す概念図である。
【図１９】　同実施形態に用いる補正テーブル１４Ｒ’の記憶内容を示す概念図である。
【図２０】　同画像処理回路を適用した電子機器の一例たるパーソナルコンピュータの構
成を示す正面図である。
【図２１】　同画像処理回路を適用した電子機器の一例たる携帯電話機の構成を示す斜視
図である。
【符号の説明】
１０……Ｘカウンタ
１１……Ｙカウンタ
１２……ＲＯＭ（第１記憶手段）
１３……補間処理部（第１補間処理手段）
１４Ｒ……補正テーブル
１５Ｒ……演算部（第２補間処理手段）
１６Ｒ……加算部（補正手段）
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１７Ｒ……アドレス発生部（読出手段）
１０３……表示領域（画像表示領域）
３００……画像処理回路
３０２……フリッカー補正回路
ＤＲ，ＤＧ，ＤＢ……入力画像データ
Ｄ ref……基準補正データ
ＤＨ（ＤＨｒ，ＤＨｇ，ＤＨｂ）……補正データ（第１補正データ）
Ｄｈ……補正データ（第２補正データ）
DCLK……ドットクロック信号（第１クロック信号）
HCLK……水平クロック信号（第２クロック信号）
Ｄｘ，Ｄｙ……Ｘ座標データ，Ｙ座標データ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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